
リハビリテーション科学部の新設と
本学の将来構想について

　少子化および高齢化は、これまでとは異なる枠

組みで捉え直さなければならないさまざまな問題

を、私たちに提起しています。日本では少子化が

進む反面、発達障害などのある子どもが増加し、

それによる特別支援教育希望者の増大、障害の

重度化・重複化など、小児領域でのリハビリテー

ションサービスの整備・充実への要請が高まって

います。一方、急激なスピードで到達した超高齢

社会においては、高齢者の社会参加を保証する

心身の健康維持・増進が重要な課題となってい

くと考えられます。

　とくに北海道では、地域特性である積雪・寒冷

が高齢者の活動性と心身機能の低下を招いて

います。またその広域性は、保健・医療・福祉の

関連機関と人材の供給・配置における地域間格

差を拡大させています。こうした地域特性から生

じる問題の克服には、理学療法士や作業療法

士による運動の習慣化を通した日常の活動性の

向上などが重要です。さらに、あらゆる医療従事

者の連携と協働によって、肺炎、脳卒中、心筋梗

塞などの疾病を誘発するリスクの高い生活習慣

病の予防や、高齢期に特徴的な認知症やうつ病

などの疾患を早期発見することが求められてい

ます。

　すなわち、これからの地域社会においては、医

学の進歩や医療の拡充、またチーム医療を実践

できる制度や人材供給・配置が必要であること

に加えて、1次予防（健康増進と疾病予防）、2次

予防（早期発見と合併症対策）、3次予防（再発

予防とリハビリテーション）に関する総合的知識

と、リハビリテーション科学に基づいた技術をもつ

専門職能人の育成が重要となっています。また、

知識や技術だけではなく、豊かな教養と人間性

が強く求められています。

　本学は「新医療人育成の北の拠点を目指す」

ことを行動目標として、1974年の開学以来1万5

千人を超える卒業生を送り出してきました。リハビ

リテーション科学部は「保健と医療と福祉の連

携・統合教育の推進」という本学の教育理念の

もと、医療系総合大学ならではの教育資源を生

かし、チーム医療を実践できる高度な理学療法

士および作業療法士を養成することを目的としま

す。また、学内には新たな附属臨床施設を設置

し、地域住民を対象にリハビリテーションを提供

するとともに、リハビリテーション科学部の臨床教

育にも活用する予定です。さらに、理学療法・作

業療法分野では道内の私大で初となる大学院

を開設し、すべての理学療法士・作業療法士を

対象にキャリア支援を行うステージとして教育・

研究活動を展開する予定です。これからの地域

医療の発展に貢献するために、北海道医療大

学はさらに進化します。

　リハビリテーション科学部では、他学部と連携

した教育を展開。医学的知識を学び他の専門職

種への理解を深める医療系総合大学ならでは

のカリキュラムで、チーム医療を実践できる能力

を育成します。また、地域社会へ貢献する人材を

育成するために、コミュニケーション能力を高める

演習を実施。臨床実習では、1年次から4年次ま

で多彩な領域を経験します。　

　医療系総合大学ならではの教育資源を生か

し、理学療法士・作業療法士に必要な生理学や

解剖学などの知識と技術を深く学ぶことができま

す。歯学部との連携で人体解剖実習を行うなど、

他学部で教育・研究活動を行っている教授陣が

担当する科目も多数あり、ハイレベルな講義や演

習を展開します。

　他学部の学生とグループワークやディスカッ

ションを行う科目、看護福祉学部との連携で老年

期ケアや小児ケア、ソーシャルワーク論などを学

ぶ科目、心理科学部との連携で心理学、社会学

的アプローチを学ぶ科目など、学部学科の枠を

越えたカリキュラムを編成。多職種が連携する

チーム医療を実践的に学びます。

　薬学部や歯学部でも長年にわたって行われて

いる、地域住民の方々の協力による模擬患者面

接の演習を実施。実際の臨床の場面に極めて

近い環境で医療面接の演習を行うことで、リハビ

リテーション専門職に求められる面接技術や対

応力はもちろん、医療人に必要とされる豊かな人

間性を育成します。

　最先端医療設備を有する医療機関を実習施

設として多数確保。入学後の早い時期から臨床

現場を体験する機会を設け、幅広い視点から支

援を行う能力を養うために、複数領域での実習を

経験します。また実習の効果を高めるために、2・3

年次にはOSCEを実施するなど事前・事後実習

の充実にも力を入れます。

　リハビリテーション科学部の設置に伴い、既設

の中央講義棟を地上10階建てに増築し、講義

室・実習室を整備する予定です。

　6階には、主に理学療法学科で使用する運動

学実習室、物理療法実習室、評価治療室、運動

療法実習室を設置。7階には、主に作業療法学

科で使用する作業療法実習室、日常活動学実

習室、基礎医学実習室、発達評価治療室、義肢

装具学実習室を設置し、各階ともに学生数に対

応したさまざまな機器・備品を配備します。

　また、4階には、241名収容可能な大講義室を2

室、LL教室を2室設置。5階には、216名収容可

能な講義室を2室、129名収容可能な講義室を1

室、90名収容可能な講義室を1室、45名収容可

能な講義室を1室設置します。さらに最上階の10

階には石狩平野を一望でき、試験勉強からクラ

ブ・サークルの打ち合わせまで学生が自由に活用

できる展望ラウンジを整備。本学の新たなランド

マークとして、2013年3月に竣工する予定です。

2012年7月29日の北海道新聞朝刊に対談記事が掲載

新川詔夫学長とFM北海道アナウンサーである千葉ひろみさんが、これからの地
域社会とリハビリテーション科学部新設の関係について対談。その様子が記事
として掲載されました。

リハビリテーション科学部の
設置背景と教育目的

リハビリテーション科学部の
基本教育方針と特色

先進諸国、とりわけ日本で急激なスピードで進行している少子化および高齢化は、
子育てや老人福祉などのあり方を、早急に解決すべき課題として私たちに迫っています。
本学はこうした時代に即応するために、地域医療へ貢献する「新医療人育成の北の拠点」として、
2013年4月にリハビリテーション科学部を新設（指定学校申請中）し、
医療系総合大学としてさらに進化します。

● 医科学系科目の充実

● チーム医療の理解と実践

● コミュニケーション能力の育成
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［ 他学部との連携 ］ ［ 地域社会への貢献 ］


